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砲
を
国
友
に
発
注
し
て
い
る
。
元
来
、
戦
で
の
死
傷
率
の
高
い
武
器
は
弓
で
あ
っ

た
が
、
貫
通
力
が
強
く
射
程
の
長
い
鉄
砲
の
登
場
に
伴
い
、
鉄
砲
が
急
速
に
普
及

し
、
弓
は
鉄
砲
を
補
う
よ
う
な
使
わ
れ
方
に
急
速
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
戦
国
日

本
で
は
、
短
期
間
で
鉄
砲
は
独
自
の
発
達
を
遂
げ
る
。「
当
時
、
世
界
の
小
銃
で
日

本
の
火
縄
銃
の
よ
う
に
多
種
多
様
で
精
密
な
照
準
器
が
付
い
た
小
銃
は
な
か
っ
た
。

（「
1
6
0
0
年
、
世
界
最
強
の
軍
事
国
家
だ
っ
た
日
本
」 

須
川
）
と
さ
れ
、
日
本
の

鍛
鉄
鉄
砲
は
命
中
精
度
も
高
か
っ
た
。
金
属
専
門
家
の
新
井
さ
ん
の
「
金
属
を
通
し

て
歴
史
を
観
る
」
に
は
、「
火
縄
銃
の
命
中
精
度
が
当
時
の
世
界
水
準
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。」、
ま
た
、「
文
禄
・
慶
長
の
役
の
後
、

李
朝
の
採
用
し
た
日
本
式
火
縄
銃
は
、
性
能
が
良
か
っ
た
の
で
、
清
と
ロ
シ
ア
が
軍

事
衝
突
を
起
こ
し
た
時
に
、
1
6
5
4
年
と
1
6
5
8
年
の
二
度
、
小
銃
隊
の
派
遣

を
要
請
さ
れ
、
ロ
シ
ア
軍
を
敗
走
さ
せ
る
活
躍
を
し
て
い
る
。」
と
あ
り
、
欧
州
の

マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
を
凌
ぐ
性
能
の
日
本
型
火
縄
銃
に
よ
り
、
実
は
、
草
創
期
の
清
は
ロ

シ
ア
の
中
国
侵
入
を
防
い
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
欧
州
の
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
は
命
中
精

度
が
低
く
、
銃
隊
の
斉
射
弾
幕
の
運
用
し
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
鍛
造
鉄
砲

は
狙
撃
に
使
え
る
ほ
ど
命
中
精
度
が
高
か
っ
た
。
戦
国
日
本
の
鍛
造
銃
砲
は
高
性
能

で
、
刀
剣
と
合
わ
せ
て
、「
こ
の
国
は
世
界
で
最
大
の
武
器
供
給
国
で
あ
る
と
思
う
。」

と
イ
タ
リ
ア
商
人
が
記
録
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（「
鉄
砲
を
捨
て
た
日
本
人
」
ペ
リ

ン
）。

　

戦
国
日
本
の
武
力
は
、
欧
州
諸
国
と
比
べ
て
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ノ
エ
ル
・
ペ

リ
ン
教
授
に
よ
る
と
、
１
５
８
９
年
に
英
国
が
フ
ラ
ン
ス
に
軍
を
派
遣
す
る
に
際
し

て
、
英
国
全
土
か
ら
集
め
た
銃
の
数
は
１
１
０
０
挺
足
ら
ず
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ

の
14
年
前
の
１
５
７
５
年
の
長
篠
の
戦
い
で
、
す
で
に
織
田
・
徳
川
は
３
０
０
０
挺
、

武
田
は
５
０
０
挺
の
鉄
砲
を
動
員
し
て
い
た
。
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
に
よ
れ
ば
、
大
坂

の
陣
で
は
、
例
え
ば
伊
達
家
の
銃
兵
率
は
60
％
以
上
の
高
率
で
あ
っ
た
。
両
陣
営
合

わ
せ
る
と
20
～
30
万
の
兵
の
動
員
で
、
両
軍
で
10
万
に
及
ぶ
ほ
ど
の
鉄
砲
が
動
員
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
秀
吉
、
家
康
の
時
代
に
は
、
天
下
人
が
動
員
す
れ
ば
数
万
の
銃

隊
が
容
易
に
組
織
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
鉄
砲
伝
来
（
１
５
４
３
年
）
か
ら
わ
ず
か
の

期
間
で
、
わ
が
国
で
鉄
砲
は
大
量
生
産
さ
れ
、
性
能
も
改
善
さ
れ
、
全
国
的
に
普
及

し
、
当
時
の
「
世
界
ト
ッ
プ
の
鉄
砲
保
有
国
」
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

1
．
は
じ
め
に

　

鎖
国
と
い
う
と
消
極
的
な
平
和
政
策
の
印
象
を
持
っ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
後
に
鎖
国
と
言
わ
れ
る
一
連
の
対
外
政
策
が
幕
府
よ
り
打
ち
出
さ

れ
た
時
代
、
世
界
は
大
航
海
時
代
で
欧
州
有
力
国
は
、
武
力
を
持
っ
て
世
界
中
に
進

出
し
、
植
民
地
獲
得
競
争
を
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
イ

ン
ド
、
マ
カ
オ
に
拠
点
を
築
き
、
ス
ペ
イ
ン
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
南
米
を
植
民
地
に
す

る
と
太
平
洋
を
越
え
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
植
民
地
に
し
た
。
英
蘭
は
東
イ
ン
ド
会
社
を

設
立
し
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
を
経
て
東
ア
ジ
ア
に
拠
点
を
築
き
始
め
た
。
こ
の
時
代

は
平
和
外
交
で
は
鎖
国
は
で
き
ず
、
鎖
国
す
る
に
は
世
界
の
強
国
に
通
用
す
る
武
力

が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
が
行
っ
た
の
は
鎖
国
と
い
う
よ
り
は
武
装
中

立
宣
言
の
よ
う
な
も
の
で
、
日
本
国
内
に
対
す
る
海
外
か
ら
の
国
内
政
治
工
作
を
厳

し
く
排
除
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
に
、
徳
川
幕
府
初
期
に
、
ど
の
よ
う

に
対
外
政
策
が
行
わ
れ
た
か
見
て
い
く
。

2
． 

ほ
ん
と
う
に
武
力
の
強
か
っ
た
戦
国
日
本

　

種
子
島
に
漂
着
し
た
中
国
船
に
乗
っ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
よ
り
鉄
砲
が
伝
え
ら

れ
た
の
は
1
5
4
3
年
で
あ
る
が
、
戦
国
日
本
で
は
直
ち
に
根
来
、
堺
、
国
友
で
鉄

砲
の
量
産
が
始
ま
る
。
6
年
後
の
1
5
4
9
年
に
は
、
織
田
信
長
が
5
0
0
挺
の
鉄

鎖
国
は
武
装
中
立

内な
い

藤と
う　

克か
つ

彦ひ
こ  

70
歳

歴
史
探
求
家
、東
北
大
学
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
特
任
教
授

優
秀
賞
（
社
会
人
部
門
）
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鎖国は武装中立優秀賞

　

ま
た
、
武
士
の
資
質
に
つ
い
て
も
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、「
国

民
は
非
常
に
勇
敢
で
、
絶
え
ず
軍
事
訓
練
を
し
て
い
る
の
で
、
征
服
可
能
な
国
土
で

は
な
い
」と
1
5
8
2
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

実
際
に
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
が
戦
っ
た
ら
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。「
H
I
S
T
O
R
Y 

O
F 

T
H
E 
E
M
P
I
R
E 

O
F 

J
A
P
A
N
（
1
8
9
3
）」
と
い
う
本
に
よ

る
と
、
元
和
年
間
頃
に
山
田
長
政
が
シ
ャ
ム
に
お
い
て
ス
ペ
イ
ン
軍
と
戦
い
勝
利
し

た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
山
田
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
侵
略
軍
に
対
し
て
軍
隊

を
率
い
、
彼
ら
を
破
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
軍
の
威
信
が
最
も
高
か
っ
た
当
時
、
こ
の
功

績
は
称
賛
を
も
っ
て
み
な
さ
れ
た
。」
と
あ
る
が
、
山
田
長
政
は
日
本
人
浪
人
部
隊

を
組
織
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
正
規
軍
部
隊
を
退
け
た
わ
け
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
完
全
独

立
を
維
持
で
き
た
の
は
、
日
本
と
タ
イ
だ
け
と
言
わ
れ
る
が
、
絶
頂
期
の
ス
ペ
イ
ン

は
タ
イ
に
軍
事
侵
攻
し
よ
う
と
し
た
が
、
実
は
日
本
人
浪
人
部
隊
が
タ
イ
独
立
を
維

持
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

3 

家
康
v
s
欧
州

3
．
1 

ス
ペ
イ
ン
の
評
価

　

家
康
の
時
代
に
ス
ペ
イ
ン
貴
族
ビ
ベ
ロ
が
来
日
し
、
家
康
と
会
見
し
て
い
る
。
ビ

ベ
ロ
は
、
ス
ペ
イ
ン
貴
族
で
、
ス
ペ
イ
ン
領
メ
キ
シ
コ
に
渡
り
、
軍
司
令
官
・
地
方

長
官
等
に
就
い
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
交
代
時
に
後
任
赴
任
が
間
に
合
わ
ず
、

急
遽
、
代
理
総
督
と
し
て
メ
キ
シ
コ
の
ス
ペ
イ
ン
副
王
か
ら
1
6
0
8
年
3
月
に
マ

ニ
ラ
に
派
遣
さ
れ
た
。
1
6
0
9
年
4
月
正
規
総
督
の
マ
ニ
ラ
着
任
と
入
れ
替
わ

り
、
7
月
に
メ
キ
シ
コ
に
帰
還
す
る
途
上
、
日
本
に
漂
着
、
1
6
1
0
年
8
月
に
家

康
建
造
日
本
製
ガ
レ
オ
ン
船
で
メ
キ
シ
コ
に
帰
還
す
る
。
ビ
ベ
ロ
は
、
死
亡
時
伯
爵

で
日
本
の
地
を
踏
ん
だ
ス
ペ
イ
ン
人
と
し
て
は
、
高
い
身
分
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
ビ
ベ
ロ
の
報
告
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
上
流
階
級
の
信
頼
性
の
高
い
記
録
と
み
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。日
本
見
聞
録
の
中
で
ビ
ベ
ロ
は
、「
日
本
に
は
多
く
の
都
市
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
人
口
が
多
い
。
全
国
ど
こ
で
も
米
、小
麦
、大
麦
を
豊
か
に
産
出
し
、狩
猟
、

漁
業
の
収
穫
量
も
イ
ス
パ
ニ
ア
に
勝
る
。
銀
の
鉱
脈
も
多
く
、
金
の
質
は
極
め
て
高

い
。
…
こ
の
よ
う
に
広
大
に
し
て
繁
栄
す
る
大
王
国
に
侵
入
す
る
こ
と
は
ス
ペ
イ
ン

国
王
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
利
な
こ
と
だ
。
私
が
思
う
に
、
こ
の
地
に
唯
一
か
け
て

い
る
こ
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
を
そ
の
国
王
と
し
て
い
な
い
こ
と
だ
。」
と
、
述
べ

て
い
る
が
、他
方
、「
武
力
に
よ
る
侵
入
は
困
難
だ
。
な
ぜ
な
ら
、住
民
多
数
に
し
て
、

城
郭
も
堅
固
だ
か
ら
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
の
土
人
の
よ
う
に
野
蛮
な
ら
恐
れ
る
に
足

り
な
い
が
、
日
本
人
は
弓
、
槍
や
刀
を
有
し
、
長
銃
を
巧
妙
に
使
う
。
ス
ペ
イ
ン
人

と
同
じ
よ
う
に
勇
敢
な
だ
け
で
な
く
、
議
論
と
理
解
の
能
力
に
お
い
て
も
こ
れ
に
劣

る
こ
と
は
な
い
。」と
の
認
識
も
示
し
て
い
る
。マ
ニ
ラ
の
対
日
防
衛
に
つ
い
て
も「
少

数
の
日
本
人
が
マ
ニ
ラ
市
を
陥
落
の
危
機
に
瀕
せ
し
め
た
る
こ
と
は
三
度
な
る
と
こ

ろ
…
日
本
よ
り
マ
ニ
ラ
に
至
る
航
海
は
天
候
良
好
な
れ
ば
15
日
に
過
ぎ
ず
、
皇
帝
も

し
命
令
下
せ
ば
5
万
人
10
万
人
を
同
市
に
派
遣
す
る
こ
と
は
可
能
に
し
て
…
城
壁
内

の
5
0
0
の
イ
ス
パ
ニ
ア
人
は
多
勢
に
抵
抗
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
べ
し
。」
と
指
摘

し
て
い
る
。
こ
の
頃
は
、
戦
国
浪
人
が
海
外
に
多
数
存
在
し
、
マ
ニ
ラ
に
も
多
数
居

住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
浪
人
た
ち
が
ビ
ベ
ロ
の
言
に
よ
れ
ば
、
マ
ニ
ラ
要

塞
を
攻
略
し
よ
う
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
脅
威
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

こ
で
ビ
ベ
ロ
は
日
本
を
攻
略
す
る
に
は
、
ま
ず
国
民
の
キ
リ
ス
ト
教
化
を
図
り
、
現

政
権
を
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
り
転
覆
さ
せ
る
の
が
良
い
と
国
王
に
報
告
し
て

い
る
。

　

ビ
ベ
ロ
は
、
秀
吉
時
代
1
5
9
6
年
の
サ
ン
フ
ェ
リ
ペ
号
事
件
の
こ
と
も
承
知
し

て
い
る
。
土
佐
沖
に
座
礁
し
た
ス
ペ
イ
ン
船
サ
ン
フ
ェ
リ
ペ
号
の
処
理
の
た
め
に
派

遣
さ
れ
た
増
田
奉
行
は
、
積
荷
等
を
没
収
す
る
と
と
も
に
、
事
情
聴
取
の
結
果
、
ス

ペ
イ
ン
は
宣
教
師
を
尖
兵
と
し
て
送
り
込
ん
で
侵
略
の
手
先
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
広

大
な
版
図
を
手
に
入
れ
た
、
と
の
事
実
を
認
識
し
得
た
と
復
命
し
た
。
秀
吉
は
、
ス

ペ
イ
ン
に
日
本
侵
略
の
下
心
あ
り
と
し
て
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
の
宣
教
師
や
信
徒
26
人
を
磔
刑
に
処
す
る
。
事
件
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
ド
ン
･
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
･
テ
ー
リ
ョ
は
日
本
へ
使
節
を
送
り
、
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ー
ペ
号
の
積
荷

の
返
還
と
刑
死
者
の
遺
骸
の
引
渡
を
要
求
す
る
。
こ
れ
に
対
し
秀
吉
は
こ
れ
は
法
に

基
づ
い
た
措
置
で
あ
る
旨
の
返
書
を
返
す
が
、
ス
ペ
イ
ン
は
こ
れ
以
上
踏
み
込
ん
で

こ
な
か
っ
た
。

3
．
2 

家
康
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
撃
沈
命
令

　

１
６
０
８
年
、
有
馬
晴
信
が
、
徳
川
家
康
の
占
城
（
ベ
ト
ナ
ム
）
宛
の
国
書
を
携
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え
た
使
者
を
同
乗
さ
せ
派
遣
し
た
朱
印
船
が
マ
カ
オ
寄
港
中
、
取
引
を
め
ぐ
っ
て
騒

乱
事
件
を
起
こ
し
た
。こ
れ
を
マ
カ
オ
の
長
官
が
鎮
圧
し
日
本
側
に
死
傷
者
が
出
た
。

こ
の
長
官
が
総
司
令
官
と
し
て
、
翌
年
、
長
崎
に
来
航
し
た
折
、
家
康
は
総
司
令
官

を
召
喚
し
朱
印
船
襲
撃
事
件
に
つ
い
て
弁
明
さ
せ
る
こ
と
を
命
じ
た
。
総
司
令
官
は

身
の
危
険
を
感
じ
、
出
頭
を
拒
否
し
、
長
崎
か
ら
の
出
航
を
試
み
る
。
こ
れ
に
対
し

家
康
は
有
馬
ら
の
数
名
の
大
名
に
討
伐
を
命
じ
る
が
、
有
馬
は
自
分
の
問
題
で
あ
る

と
し
て
有
馬
の
手
兵
の
み
で
9
隻
の
軍
船
で
総
司
令
官
の
乗
船
を
包
囲
攻
撃
す
る
。

有
馬
の
火
攻
め
に
よ
り
乗
船
に
火
の
手
が
回
る
と
、
総
司
令
官
は
火
薬
庫
に
火
を
放

ち
自
沈
し
た
。
こ
れ
は
、
ビ
ベ
ロ
来
日
中
の
事
件
で
あ
る
。
ビ
ベ
ロ
は
、
1
6
1
0

年
5
月
に
ス
ペ
イ
ン
国
王
に
次
の
書
簡
を
送
る
。「
…
こ
の
地
に
唯
一
欠
け
て
い
る

の
は
陛
下
を
王
と
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
、
熟
考
し
た
が
、
武
力
の
途
の
な
い
こ

と
を
発
見
し
た
。
…
サ
ン
フ
ェ
リ
ペ
号
や
最
近
の
マ
カ
オ
船
事
件
は
開
戦
の
正
統
な

理
由
と
な
る
が
、
武
力
侵
入
が
真
に
困
難
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
福
音
宣
伝
の
道
に
よ

り
彼
ら
が
喜
ん
で
陛
下
に
仕
え
る
よ
う
に
す
る
他
に
道
は
な
い
。」
ス
ペ
イ
ン
貴
族

で
あ
る
ビ
ベ
ロ
は
、
二
つ
の
事
件
は
十
分
に
開
戦
理
由
に
な
り
得
る
が
、
家
康
と
戦

争
と
な
っ
た
ら
、
日
本
攻
略
ど
こ
ろ
か
マ
ニ
ラ
が
危
う
く
な
り
か
ね
ず
、
そ
れ
よ
り

は
貿
易
で
銀
を
稼
ぎ
つ
つ
布
教
を
進
め
る
の
が
良
い
と
国
王
に
直
接
報
告
し
て
い

る
。
む
し
ろ
ビ
ベ
ロ
は
日
本
と
交
戦
状
態
と
な
る
こ
と
で
日
本
人
が
逆
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
多
数
来
襲
す
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
間
を
定
期
的
に
航
海
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
船
が
、
幕
末
ま
で
幕
府
の
方
針
に
従
っ

て
日
本
に
寄
港
し
な
か
っ
た
理
由
で
も
あ
ろ
う
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
（
当
時
ポ
ル
ト
ガ

ル
王
は
ス
ペ
イ
ン
国
王
が
兼
任
）
を
有
馬
に
命
じ
て
撃
沈
し
た
家
康
の
断
固
た
る
態

度
や
、ビ
ベ
ロ
帰
国
の
た
め
に
日
本
製
ガ
レ
オ
ン
船
を
建
造
し
て
ビ
ベ
ロ
に
提
供
し
、

ガ
レ
オ
ン
船
を
建
造
で
き
る
技
術
力
を
示
し
た
こ
と
も
ビ
ベ
ロ
の
判
断
に
影
響
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

3
．
3 

宣
教
師
と
大
坂
の
陣

  

岩
波
文
庫
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史　

上
巻
』
に
よ
る
と
、
関
ヶ
原
の
戦
い
が
起
こ

っ
た
慶
長
5
年
（
1
6
0
0
年
）
の
頃
の
情
勢
に
つ
い
て
、「
当
時
、
日
本
に
は
イ

エ
ズ
ス
会
の
司
祭
・
修
士
合
わ
せ
て
1
0
9
人
あ
り
。
う
ち
14
人
は
本
年
到
着
し
た

者
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
30
か
所
の
駐
在
所
、
ま
た
伝
道
所
に
分
散
し
て
い
た
が
、
う

ち
6
か
所
が
主
要
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
肝
煎
り
で
50
か
所
の
天
主
堂
が
再

建
さ
れ
、
5
万
人
の
新
し
い
キ
リ
シ
タ
ン
が
洗
礼
を
受
け
た
。
長
崎
教
区
の
大
駐
在

所
に
は
、
伝
道
所
の
教
師
を
加
え
て
30
人
の
宣
教
師
が
い
た
。」
と
あ
り
、
秀
吉
の

死
後
、
家
康
は
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
寛
大
で
あ
っ
た
た
め
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
布

教
活
動
が
再
び
活
発
化
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

慶
長
17
年
（
1
6
1
2
年
）
3
月
に
徳
川
幕
府
は
天
領
に
お
け
る
禁
教
令
を
出
し
、

翌
年
に
は
全
国
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
以
前
に
は
、
有
力
大
名
の
黒
田
家
な
ど
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
は
、
か
な
り
の
数
に
上
り
、
駿
府
の
家
康
の
周
辺
に
も
キ
リ
シ
タ
ン

が
多
数
存
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
日
本
国
内
・
家
康
周
辺
の
中
枢
に
ま
で
キ

リ
シ
タ
ン
が
浸
透
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
家
康
は
、貿
易
を
重
視
し
て
い
た
の
で
、

貿
易
の
た
め
に
宣
教
師
の
活
動
を
大
目
に
見
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
の
頃
、

オ
ラ
ン
ダ
や
英
国
と
の
交
渉
が
始
ま
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ア
ダ
ム
ス
等
を
通
じ
て
、
欧

州
の
事
情
も
詳
細
に
把
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

徳
川
幕
府
は
慶
長
18
年
（
1
6
1
3
年
）
12
月
以
降
京
都
、
伏
見
、
大
阪
、
堺
の

キ
リ
ス
ト
教
信
徒
の
名
簿
の
作
成
を
命
じ
て
い
る
が
、
徳
富
蘇
峰
は
そ
の
背
景
に
つ

い
て
こ
う
解
説
し
て
い
る
。「
耶
蘇
教
徒
が
、
頻
り
に
大
阪
と
交
通
す
る
傾
向
が
あ

っ
た
か
ら
、
特
に
こ
の
際
に
お
い
て
、
禁
教
令
は
発
布
せ
ら
れ
、
か
つ
励
行
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
に
高
山
右
近
の
如
き
も
、
秀
頼
よ
り
大
阪
に
迎
え
ん
と
し
た

が
、
退
去
の
後
に
て
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
大
坂
の
陣
に
際
し
て
は
、
耶

蘇
教
徒
の
在
城
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
追
放
の
結
果
、
こ
こ
に
至
っ
た
の

か
、
も
し
く
は
家
康
が
追
放
し
な
か
っ
た
ら
ば
、
更
に
多
く
の
耶
蘇
教
徒
が
入
城
し

た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
い
ず
れ
も
想
像
に
過
ぎ
ぬ
。
し
か
し
、
大
阪
事
件
の
破
裂

に
先
立
ち
、
家
康
が
耶
蘇
教
徒
に
、
一
打
撃
を
加
え
お
く
必
要
を
感
じ
た
こ
と
は
、

間
違
い
あ
る
ま
い
。」
つ
ま
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
大
阪
城
の
秀
頼
を
使
っ
て
勢
力

の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し
、
秀
頼
は
関
ヶ
原
の
後
に
零
落
し
て
い
た
元
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
を
味
方
に
し
て
大
阪
方
の
戦
力
と
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
元
々
イ
エ

ズ
ス
会
は
、
日
本
を
使
っ
た
明
国
征
服
の
考
え
を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
応
じ
て
小

西
ら
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
は
対
外
積
極
派
で
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
を
積
極
的
に
支
援

し
た
。一
方
で
加
藤
ら
武
断
派
大
名
は
朝
鮮
出
兵
の
駒
と
し
て
使
わ
れ
て
損
耗
し
た
。

こ
れ
も
関
ヶ
原
の
遠
因
と
な
り
、
西
軍
側
に
海
外
派
大
名
、
東
軍
側
に
武
断
派
大
名
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が
多
か
っ
た
理
由
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

徳
富
蘇
峰
は
、
パ
ジ
ェ
ー
の
『
日
本
耶
蘇
教
史
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。「
秀
頼
は
新
た
に
軍
兵
を
募
り
、
50
人
の
部
将
を
聘
し
た
。

そ
の
内
に
は
豊
後
の
旧
主
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
子
息
、
右
近
殿
の
子
息
も
あ
っ

た
。
明
石
掃
部
、
お
よ
び
そ
の
部
下
の
外
に
、
尚
五
畿
内
お
よ
び
北
国
の
追
放
耶
蘇

教
徒
の
、
秀
頼
に
加
担
せ
し
も
の
少
な
く
な
か
っ
た
。
中
に
は
ジ
ュ
ス
ト
右
近
殿
の

旧
臣
も
混
じ
て
い
た
。
而
し
て
六
旒
の
大
旗
に
、
神
聖
な
る
十
字
架
と
、
救
世
主
の

像
、
ま
た
は
聖
ヤ
コ
ブ
の
像
を
描
き
た
る
も
の
を
用
い
た
。
耶
蘇
教
徒
に
充
ち
た
秀

頼
の
軍
隊
は
、其
間
に
多
く
の
宣
教
師
が
あ
っ
た
。」
山
本
秀ひ

で

煌て
る

著
『
日
本
基
督
教
史
』

に
は
、「
慶
長
19
年
8
月
（
1
6
1
4
年
9
月
）
家
康
の
上
使
は
長
崎
へ
至
り
、
速

や
か
に
内
外
宣
教
師
を
追
放
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。
よ
っ
て
こ
れ
を
三
艘
の
ジ
ャ

ン
ク
へ
分
乗
せ
し
め
、
一
艘
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
、
二
艘
を
マ
カ
オ
へ
送
っ
た
。
そ
の

マ
カ
オ
へ
赴
く
船
に
は
、耶
蘇
組
の
宣
教
師
70
名
と
日
本
の
信
徒
数
十
名
と
を
乗
せ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
赴
く
船
に
は
、
各
派
の
宣
教
師
30
名
、
俗
僧
2
人
お
よ
び
日
本
信
徒

数
十
名
を
乗
せ
た
。
し
か
も
な
お
、
日
本
の
内
地
に
潜
伏
し
て
追
放
を
免
れ
た
宣
教

師
は
42
名
の
多
き
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
…
ま
た
同
時
に
追
放
さ
れ
た
日
本
人
の
信

者
の
多
く
は
貴
族
の
男
女
で
あ
っ
た
。」
慶
長
19
年
10
月
に
宣
教
師
や
キ
リ
シ
タ
ン

を
乗
せ
て
長
崎
を
出
航
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
向
か
っ
た
船
に
は
、
元
の
播
州
明
石
城
主

の
高
山
右
近
や
丹
波
亀
山
城
主
の
内
藤
ジ
ョ
ア
ン
が
家
族
と
共
に
い
た
と
い
う
。
つ

ま
り
、
大
坂
方
の
兵
力
の
中
心
と
な
り
そ
う
な
キ
リ
シ
タ
ン
有
力
浪
人
た
ち
を
国
外

追
放
し
た
こ
と
に
な
る
。
山
本
秀
煌
氏
の
著
書
に
、
秀
頼
が
高
山
右
近
に
宛
て
た
親

書
の
大
意
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
彼
家
康
は
、
故
太
閤
生
前
の
盟
約
に
背
き
、
政
権

を
返
還
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
暴
悪
に
も
、
我
家
に
弓
を
挽
か
ん
と
す
る
状
顕
然
た

れ
ば
、
不
日
に
征
討
の
軍
を
発
し
、
彼
の
罪
を
問
わ
ん
と
す
。
御
身
は
軍
事
に
老
練

の
こ
と
ゆ
え
、
偏
に
こ
の
軍
の
総
指
揮
に
当
た
ら
ん
こ
と
を
頼
む
、
勝
利
の
暁
に
は

日
本
全
国
の
天
主
教
徒
に
随
意
に
信
仰
を
差
免
す
べ
け
れ
ば
、
早
々
そ
の
地
を
脱
出

し
て
入
城
せ
ら
れ
た
し
」
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
を
許
す
代
わ
り
に
味
方
を
し

ろ
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
、
ス
ペ
イ
ン
が
狙
っ
て
い
た
よ
う
な
国
家
分
裂
の
危
機
を

自
ら
招
く
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
宣
教
師
た
ち
も
大
坂
城
に
入
っ
て
協
力
し

て
い
る
。
大
坂
の
陣
の
結
果
、
キ
リ
シ
タ
ン
系
の
有
力
浪
人
は
一
掃
さ
れ
、
イ
エ
ズ

ス
会
と
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
に
よ
る
分
国
の
危
機
は
去
っ
た
。

4 

秀
忠
v
s
欧
州

　

我
が
国
で
関
ヶ
原
の
戦
い
が
行
わ
れ
た
頃
の
1
6
0
1
年
に
英
国
東
イ
ン
ド
会

社
、
1
6
0
2
年
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。
会

社
と
い
う
と
交
易
活
動
の
み
を
行
う
も
の
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
英
国

の
東
イ
ン
ド
会
社
は
英
国
王
か
ら
交
戦
権
等
ま
で
含
め
て
特
許
さ
れ
た
会
社
で
、
独

自
の
軍
隊
を
持
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
、
最
初
は
コ
ル
カ
タ
に
小
さ
な
拠
点
を
築

く
こ
と
か
ら
始
め
た
が
、
明
治
維
新
直
前
の
1
8
5
8
年
に
イ
ン
ド
の
統
治
権
を
英

国
王
に
譲
渡
す
る
ま
で
の
約
2
0
0
年
間
を
掛
け
て
、
ム
ガ
ー
ル
皇
帝
権
が
弱
体
化

す
る
に
つ
れ
て
次
第
に
イ
ン
ド
で
の
支
配
地
域
を
拡
大
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
日
本
の
戦
国
時
代
に
室
町
将
軍
の
統
治
権
の
弱
体
化
に
応
じ
て
戦
国
大
名
が

領
土
を
広
げ
、
最
後
に
室
町
将
軍
を
追
放
し
て
し
ま
っ
た
の
と
類
似
し
て
い
る
。
英

国
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
ム
ガ
ー
ル
朝
弱
体
期
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
戦
国
時
代
に
、
イ

ン
ド
の
戦
国
大
名
の
一
つ
の
よ
う
に
し
て
、
イ
ン
ド
国
内
に
お
け
る
徴
税
区
域
を
武

力
や
謀
略
で
約
2
0
0
年
か
け
て
徐
々
に
拡
大
し
、
最
後
に
ム
ガ
ー
ル
皇
帝
を
追
放

し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

徳
富
蘇
峰
の
著
し
た
『
近
世
日
本
国
民
史
. 

第
14 

徳
川
幕
府
上
期
』
に
以
下
の

よ
う
に
あ
る
。「
…
（
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
は
） 

1
6
1
9
年
（
元
和
5
年
）
6

月
12
日
に
ロ
ン
ド
ン
に
於
い
て
、両
国
防
禦
条
約
を
締
結
し
た
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
・

オ
ラ
ン
ダ
両
国
各
自
の
東
イ
ン
ド
商
会
が
、
共
同
し
て
モ
ロ
ッ
カ
諸
島
の
貿
易
を
営

み
、
香
料
の
3
分
の
2
は
オ
ラ
ン
ダ
人
、
3
分
の
1
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
所
得
と
し
、

両
商
会
よ
り
各
10
隻
の
戦
艦
を
出
し
て
、
防
御
艦
隊
を
組
織
し
、
も
っ
て
ス
ペ
イ
ン
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
両
国
の
艦
隊
に
当
た
り
、
そ
の
植
民
地
を
侵
し
、
両
国
の
利
益
を
拡
張

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
戸
は
い
よ
い
よ
両
国
艦
隊
の
根
拠
地
と
な
っ

た
。
か
く
て
元
和
6
年
7
月
、
両
国
艦
隊
10
隻
の
う
ち
、
お
の
お
の
4
隻
ず
つ
、
平

戸
に
入
港
し
た
。」
幕
府
の
開
闢
の
時
代
に
勝
手
に
英
蘭
の
軍
艦
が
8
隻
も
平
戸
に

集
結
す
る
よ
う
な
事
態
は
、
幕
府
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

藤
木
久
志
氏
の
『
雑
兵
た
ち
の
戦
場
』
に
は
、「
翌
年
（
元
和
7
年
：
1
6
2
1
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年
）
7
月
、
両
国
（
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
）
の
艦
隊
は
、
台
湾
近
海
で
捕
え
た
、

日
本
行
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
と
ス
ペ
イ
ン
人
宣
教
師
を
幕
府
に
突
き
だ
し
、マ
ニ
ラ（
ス

ペ
イ
ン
の
拠
点
）・
マ
カ
オ
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
拠
点
）
を
滅
ぼ
す
た
め
に
、
2
千
～

3
千
人
の
日
本
兵
を
派
遣
す
る
こ
と
を
幕
府
に
求
め
た
。
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
対

ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
東
ア
ジ
ア
戦
争
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
の
傭
兵
と

し
て
、
幕
府
公
認
の
日
本
軍
を
動
員
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
も
と

も
と
友
好
・
中
立
と
交
易
の
安
全
・
自
由
を
原
則
と
し
、
国
際
紛
争
へ
の
介
入
に
慎

重
だ
っ
た
幕
府
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
7
月
27
日
付
け
で
、
秀
忠

は
突
然
『
異
国
へ
人
身
売
買
な
ら
び
に
武
具
類
い
っ
さ
い
差
し
渡
す
ま
じ
』
と
言
う

…
禁
令
を
発
し
た
。」（『
雑
兵
た
ち
の
戦
場
』）
こ
こ
で
言
う
「
人
身
売
買
」
は
、
秀

吉
の
時
代
の
硝
石
入
手
の
た
め
の
奴
隷
売
買
で
は
な
く
、
日
本
人
浪
人
を
傭
兵
と
し

て
雇
う
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
か
ら
は
、
多
く
の
浪
人
た
ち
が

傭
兵
と
し
て
海
外
に
出
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
等
は
、
こ
れ
ら
の
傭
兵
を
用
い
て
植
民

地
獲
得
戦
争
を
行
っ
て
い
た
。
当
時
、
日
本
か
ら
は
銃
や
武
器
も
盛
ん
に
輸
出
さ
れ

て
い
た
。
欧
州
勢
の
植
民
地
戦
争
に
日
本
も
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
を
秀
忠
は
遮
断

し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
破
竹
の
勢
い
に
乗
る
英
蘭
の
意

向
を
遮
断
で
き
る
だ
け
の
武
力
の
裏
付
け
が
幕
府
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。言
わ
ば
、

武
装
中
立
で
あ
る
。

5
． 

家
光
の
時
代

5
．
1
島
原
の
乱
に
あ
る
国
際
的
な
背
景

　

家
光
は
、
1
6
3
0
年
、
1
6
3
7
年
と
二
度
に
わ
た
り
、
ル
ソ
ン
征
伐
を
企
画

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
隠
れ
宣
教
師
の
密
入
国
が
絶
え
な
か
っ
た
か
ら
で
、
そ
の
基

地
と
な
る
ル
ソ
ン
を
攻
略
し
元
を
絶
つ
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ビ
ベ
ロ

が
ス
ペ
イ
ン
国
王
に
提
案
し
た
よ
う
に
ス
ペ
イ
ン
は
、
武
力
行
使
こ
そ
控
え
た
も
の

の
、
宣
教
師
に
よ
る
日
本
工
作
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
江
戸
幕

府
は
、
島
原
の
乱
の
時
期
に
鎖
国
政
策
を
完
成
さ
せ
る
が
、
こ
れ
は
歴
史
教
科
書
に

載
っ
て
い
る
よ
う
な
消
極
的
な
閉
じ
こ
も
り
政
策
で
は
な
く
、
欧
州
諸
国
相
互
の
植

民
地
獲
得
競
争
や
、
我
が
国
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
を
用
い
た
介
入
分
断
政
策
に
対
し

て
、
積
極
的
に
楔
を
打
ち
込
む
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
幕
府
か

ら
禁
教
令
が
出
さ
れ
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
人
は
ル
ソ
ン
か
ら
宣
教
師
を
送
り
続
け
た
。

徳
富
蘇
峰
に
よ
る
と
肥
前
島
原
領
主
と
な
っ
た
松
倉
重
政
は
1
6
3
0
年
、「
自
力

に
て
ル
ソ
ン
を
征
服
せ
ん
と
幕
府
に
請
う
た
。
彼
は
耶
蘇
教
の
根
本
療
治
は
、
ル
ソ

ン
を
退
治
す
る
に
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
し
に
十
万
石
の
朱
印
を
賜
い
、
ル
ソ
ン
を
領

す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
ば
、
独
力
に
て
こ
れ
に
当
た
ら
ん
と
申
し
出
で
た
。
か
く
て

彼
は
吉
岡
九
左
衛
門
、
木
村
権
之
丞
に
20
人
の
足
軽
を
つ
け
、
絲
屋
随
右
衛
門
の
船

に
乗
せ
て
、
偵
察
に
赴
か
し
め
た
。
彼
ら
は
11
月
11
日
に
出
帆
し
、
木
村
は
途
中
に

死
し
、
吉
岡
は
マ
ニ
ラ
に
入
り
、
翌
年
6
月
に
帰
朝
し
た
が
、
松
倉
は
前
年
吉
岡
ら

の
出
帆
後
い
く
ば
く
も
な
く
、
11
月
16
日
に
逝
き
、
壮
図
は
空
し
く
彼
と
と
も
に
葬

り
去
ら
れ
た
。」
つ
ま
り
、
ビ
ベ
ロ
が
恐
れ
て
い
た
よ
う
に
幕
府
の
認
知
の
下
に
本

気
で
ル
ソ
ン
攻
略
を
し
よ
う
と
し
た
大
名
が
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
7
年
後
に
江

戸
幕
府
自
体
が
再
び
ル
ソ
ン
征
伐
を
計
画
し
て
い
る
。
同
書
に
よ
る
と
「
寛
永
14
年

（
1
6
3
7
年
）
に
、
幕
府
は
ル
ソ
ン
征
伐
を
企
て
た
。
こ
れ
は
宣
教
師
の
根
拠
地

を
覆
す
と
同
時
に
、
彼
ら
が
琉
球
を
経
て
、
密
貿
易
を
行
う
こ
と
を
杜
絶
す
る
た
め

で
あ
っ
た
。
而
し
て
幕
府
は
、
寛
永
15
年
（
1
6
3
8
年
）」
の
冬
、
遠
征
軍
を
出

す
計
画
を
立
て
、
末
次
平
蔵
を
し
て
、
兵
士
輸
送
の
為
に
、
蘭
（
オ
ラ
ン
ダ
）
人
か

ら
船
舶
を
借
る
べ
く
交
渉
せ
し
め
た
。
蘭
人
も
そ
の
相
談
に
乗
り
か
か
り
、
さ
ら
に

戦
艦
を
も
供
給
す
べ
く
準
備
し
た
が
、島
原
の
一
揆
の
為
に
、中
絶
し
た
。」
つ
ま
り
、

ル
ソ
ン
派
遣
軍
の
輸
送
船
の
手
配
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、島
原
の
乱
が
劫
発
し
た
。

幕
府
は
ル
ソ
ン
攻
略
軍
を
島
原
討
伐
に
振
り
向
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
（
1
7
9
9-

1
8
5
8
、
英
国
歴
史
学
者
）

著
の
「
日
本
1
8
5
2
」
に
よ
る
と
、
喜
望
峰
の
あ
た
り
で
オ
ラ
ン
ダ
船
が
リ
ス
ボ

ン
に
向
か
う
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
を
拿
捕
し
、
こ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
か
ら
日
本
の
キ
リ
シ

タ
ン
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
宛
に
軍
の
派
遣
を
要
請
す
る
書
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
ポ
ル

ト
ガ
ル
王
宛
の
日
本
人
信
者
の
書
簡
で
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
に
兵
士
、
兵
器
の
供
給

を
要
請
、
日
本
人
信
者
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
り
、
将
軍
を
放
逐
す
る
計
画
が
示
さ

れ
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
直
ち
に
幕
府
に
通
報
、
1
6
3
6
年
幕
府
は
直
ち
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
・
家
族
の
追
放
を
命
じ
た
。
こ
の
直
後
に
島
原
の
乱
は
豪
発
す
る
。
誘
発

さ
れ
た
島
原
の
乱
（
1
6
3
7
年
）
を
鎮
圧
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
残
党
と
欧
州
勢
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力
の
最
後
の
日
本
侵
攻
の
危
機
を
幕
府
は
乗
り
切
る
と
、
い
わ
ゆ
る
鎖
国
政
策
を
行

い
、
欧
州
の
宣
教
師
に
よ
る
国
内
諸
大
名
へ
の
介
入
工
作
を
完
全
に
封
じ
る
。
ポ
ル

ト
ガ
ル
王
宛
て
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
書
簡
を
契
機
と
し
て
幕
府
は
今
ま
で
貿
易
関
係
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
及
び
家
族
の
日
本
居
住
を
許
し
て
い
た
も
の
を
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
・

家
族
の
完
全
追
放
の
命
令
を
出
す
。
貿
易
商
に
扮
し
て
い
た
宣
教
師
も
こ
れ
で
一
斉

に
国
外
追
放
に
な
っ
た
わ
け
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
暴
発
に
追
い
つ
め
た
の
で
は
な
い

か
と
も
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
幕
府
の
ル
ソ
ン
討
伐
の
計
画
も
並
行
し
て
進
め
ら

れ
て
お
り
、
幕
府
が
オ
ラ
ン
ダ
と
兵
員
輸
送
の
交
渉
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
何
ら
か
の
動
き
が
が
あ
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
側
に
も
伝
わ

る
で
あ
ろ
う
。
天
草
四
郎
は
関
ヶ
原
の
戦
い
に
敗
れ
て
斬
首
さ
れ
た
小
西
行
長
の
遺

臣
・
益
田
甚
兵
衛
の
子
と
し
て
母
の
実
家
の
あ
る
天
草
諸
島
の
大
矢
野
島
（
現
在
の

熊
本
県
上
天
草
市
）
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
、
益
田
家
は
小
西
氏
滅
亡
の
後
、
浪
人
百

姓
と
し
て
一
家
で
宇
土
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
文
書
で
も
、
日

本
を
基
地
と
し
て
明
国
侵
略
す
る
場
合
に
は
、
小
西
が
天
草
の
港
を
喜
ん
で
提
供
す

る
で
あ
ろ
う
旨
の
記
載
が
あ
る
。
1
5
9
0
年
の
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
書
簡
に
は

「
火
縄
銃
や
弾
薬
、
そ
の
他
の
武
器
で
有
馬
の
要
塞
の
防
御
工
事
を
行
な
い
、
有
馬

に
は
い
く
つ
か
の
砲
門
が
あ
っ
た
」
と
も
あ
り
、
有
馬
家
の
原
城
は
有
力
な
拠
点
と

み
な
さ
れ
て
い
た
。
高
橋
氏
の
『
イ
エ
ズ
ス
会
の
世
界
戦
略
』
に
「
イ
エ
ズ
ス
会
の

パ
ー
ド
レ
達
は
、
長
崎
近
辺
に
有
し
て
い
る
村
落
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
全
員
に
、

三
万
名
の
火
縄
銃
兵
を
整
え
て
や
る
こ
と
が
で
き
た
。」（
同
上
書　

p
・
2
2
5-

2
2
6
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
し
か
る
べ
き
時
に
備
え
て
武
器
の

蓄
積
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
島
原
の
乱
で
は
、
隠
さ
れ
て
い
た
多
量
の
鉄
砲
が

動
員
さ
れ
て
い
る
。
原
城
は
有
馬
氏
の
廃
城
か
つ
元
奴
隷
出
荷
港
で
、
有
馬
、
小
西

等
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
残
党
が
、
密
か
に
集
積
し
て
い
た
鉄
砲
、
弾
薬
を
も
っ
て

立
て
こ
も
っ
た
。
幕
府
が
、
原
城
攻
略
に
手
間
取
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
武
力
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

奈
良
静
馬
著
『
ス
ペ
イ
ン
古
文
書
を
通
じ
て
見
た
る
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
』
に
よ

る
と
、ス
ペ
イ
ン
と
島
原
の
乱
の
賊
徒
が
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
を
匂
わ
せ
て
い
る
。

「
1
6
3
2
年
7
月
8
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
太
守
タ
ボ
ラ
が
フ
ィ
リ
ッ
プ
4
世
に
送
っ

た
手
紙
で
、
日
本
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
処
刑
反
対
を
叫
ん
で
内
乱
勃
発
の
兆
し
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
報
告
し
、『
少
し
く
ら
い
革
命
の
起
こ
る
の
も
悪
い
こ
と
で
は
な

い
』
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
1
6
3
7
年
に
起
こ
っ
た
島
原
の
乱
が
決
し

て
一
朝
一
夕
に
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
常
に
ル
ソ
ン
の
ス
ペ
イ
ン
と
相
呼
応
し

て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
島
原
の
乱
に
つ
い
て
の

詳
細
は
こ
こ
に
説
か
な
い
が
、
こ
の
乱
が
如
何
に
大
仕
掛
け
で
あ
り
、
如
何
に
徳
川

幕
府
を
て
こ
ず
ら
せ
た
か
は
、
3
万
以
上
の
者
が
殺
戮
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
わ

か
る
。
乱
後
、
幕
府
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
態
度
が
、
い
よ
い
よ
峻
烈
を
極
め
出

し
た
の
も
む
し
ろ
当
然
で
、
こ
の
乱
の
起
こ
る
2
年
前
の
1
6
3
5
年
2
月
16
日
、

ス
ペ
イ
ン
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
4
世
は
、
早
く
も
日
本
の
空
気
を
察
し
て
、
宗
教
宣
伝
者

の
日
本
渡
航
禁
止
の
勅
令
を
出
し
た
。」
と
あ
る
。

5
．
2 

家
光
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
軍
艦
追
放

　

島
原
の
乱
の
終
結
後
、
幕
府
は
北
部
九
州
に
厳
重
な
警
戒
態
勢
を
敷
く
。
と
こ
ろ

が
、
島
原
の
乱
直
後
の
1
6
4
0
年
に
通
商
再
開
を
求
め
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来
航

す
る
。
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
と
っ
て
、
日
本-

中
国
の
仲
介
貿
易
の
存
続
が

死
活
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
1
6
4
0
年
に
は
1
5
8
0
年
以
来
60
年
間

ス
ペ
イ
ン
国
王
の
統
治
下
に
あ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
再
び
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
す

る
。
こ
れ
を
契
機
に
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
動
き
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
追
放
の
禁
令
違
反
で
あ
る
と
し
て
、
船
員
の
内
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
61
名
を
処
刑
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
1
6
4
7
年
二
隻
の

軍
艦
を
派
遣
す
る
が
、
幕
府
は
九
州
の
大
名
を
動
員
し
て
、
5
万
の
軍
、
7
0
0
の

軍
船
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
軍
艦
を
包
囲
し
、
国
外
に
追
放
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
鎖
国

は
平
和
主
義
で
国
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
西
欧
諸
国
の
軍
事
力
を
排

除
で
き
る
だ
け
の
軍
事
力
が
あ
っ
て
初
め
て
実
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

明
国
が
滅
び
よ
う
と
す
る
と
き
、
1
6
2
5-

1
6
8
6
年
の
間
に
明
国
か
ら
幕

府
に
対
し
て
援
兵
・
軍
資
金
援
助
の
要
請
が
16
回
に
わ
た
っ
て
あ
っ
た
が
、
結
局
、

幕
府
は
他
国
へ
の
軍
事
介
入
は
し
な
か
っ
た
。
幕
府
は
、
武
装
中
立
の
立
場
を
堅
持

し
た
わ
け
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

戦
国
か
ら
江
戸
初
期
の
時
代
、
西
洋
は
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
は
武
力
を
持
っ
て
侵

入
し
て
き
た
が
、
我
が
国
に
対
し
て
は
直
接
武
力
行
使
は
控
え
た
。
こ
れ
は
、
戦
国

日
本
に
西
洋
諸
国
に
対
抗
で
き
る
だ
け
の
武
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
西
欧
諸
国

は
武
力
で
は
植
民
地
化
で
き
な
い
我
が
国
に
対
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
を
核
に
し

た
我
が
国
の
内
部
か
く
乱
で
臨
む
が
、
大
坂
の
陣
等
で
対
外
軍
事
活
動
に
比
較
的
積

極
的
で
あ
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
残
党
等
が
一
掃
さ
れ
、
最
後
に
島
原
の
乱
の
後

に
宣
教
師
の
潜
入
を
完
全
に
封
じ
る
こ
と
で
幕
府
は
西
洋
侵
攻
の
危
機
を
凌
い
で
い

る
。
こ
の
時
は
、「
キ
リ
シ
タ
ン
」
を
梃
子
に
し
た
日
本
か
く
乱
を
防
い
だ
わ
け
で

あ
る
が
、
実
は
、
こ
の
よ
う
な
他
国
の
工
作
は
時
代
に
応
じ
て
形
を
変
え
な
が
ら
常

に
あ
る
も
の
で
、
幕
末
に
も
、
第
二
次
大
戦
前
に
も
あ
っ
た
。
果
た
し
て
、
現
在
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
我
が
国
は
、
戦
国
の
世
を
統
一
す
る
過
程
で
は
、
世
界
有
数
の

鉄
砲
を
保
有
す
る
軍
事
大
国
で
あ
っ
た
が
、
全
国
統
一
を
果
た
す
と
鉄
砲
と
硝
石
輸

入
を
厳
し
く
管
理
し
、
国
内
平
和
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
西
欧
の
侵
略
の
道
を
塞

い
だ
わ
け
で
あ
る
。
秀
吉
、
家
康
、
秀
忠
、
家
光
の
4
代
の
間
で
、
西
欧
か
ら
の
武

力
侵
略
に
対
抗
で
き
た
の
は
、
当
時
の
我
が
国
の
武
力
が
十
分
に
西
欧
の
侵
略
を
排

除
で
き
る
だ
け
の
高
い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
と
、
こ
れ
を
支
え
る
工
業
力
、
教
養
、

財
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
西
洋
に
対
す
る
武
力

の
優
位
が
幕
末
に
な
り
崩
れ
る
と
黒
船
が
我
が
国
に
来
航
す
る
こ
と
に
な
る
。


